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研究成果の概要（和文）：　研究成果は、最終報告書として公開している（https://goo.gl/4Scy0P）他、一般書とし
ても出版している。『ノンフォーマル教育の可能性－リアルな生活に根ざす教育へ』（丸山英樹・太田美幸編著, 新評
論, 2013年）（http://goo.gl/n5iRCg）本研究の目的は、学校教育も扱いながらも、より柔軟なノンフォーマル教育の
概念を用いて、学習者の良い状態（Well-being）に資する様々な教育の形を国際比較によって捉えることであった。

研究成果の概要（英文）：Research results are downloadable from https://goo.gl/4Scy0P. The results for the 
Japanese public was also published http://goo.gl/n5iRCg. The project aimed to summarize the concepts of 
non-formal education (NFE) and illustrate various education forms which contribute toward learner’s 
well-being by literature review, fieldworks, and theory building. The research team paid careful 
attention to a possible integration for meaningful learning for the learners instead of discussions 
between “school or out-of-school,” “teaching or learning,” and “governmental or civil initiatives” 
as a series of dichotomy.
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１．研究開始当初の背景 
 一 般 的 に ノ ン フ ォ ー マ ル 教 育
（Non-formal Education: NFE）とは、正規
の学校教育の枠外で、特定の目的をもって、
ある程度組織的に行われる教育活動と言わ
れることが多い。いつでも・どこでも・誰
でも・多様な方法で学習を可能とする概念
として、生涯学習との重複が大きく、最近
は用語として使われることは少ない。しか
し、国際機関では教育環境と手法および評
価に関連して頻繁に扱われ、諸外国では政
府の部局や伝統的な実践が多数存在し、日
本国内では趣味や資格取得などの学習ニー
ズおよびフリースクールなどのオルタナテ
ィブ学校として注目されることから、今も
NFEは必要不可欠な研究要素である。 
 通常、教育という言葉には、子どもや学
校のイメージが伴いがちであるが、家庭教
育や社会教育、成人教育といった言葉が示
すように、学校や子どもに限定されたもの
ではない。例えば、学習塾や習い事といっ
た子どもが教育サービスの受け手として扱
われる場合に限らず、企業が行う従業員を
対象とした職業訓練・研修、個人的な関係
性のもとその場の行為に参加することで知
識と技能を獲得できる徒弟制、軍務に従事
する人々に与えられる教育、免許取得のた
めの自動車学校、あるいは日常の調理方法
を学ぶ料理教室など、NFE概念によって教
育・学習という営みの奥深さを捉えること
ができる。 
 
２．研究の目的 
 本研究の目的は、学校教育も扱いながら
も、より柔軟なノンフォーマル教育
（Non-formal Education：NFE）の概念を
用いて、学習者の良い状態（Well-being）
に資する様々な教育の形を国際比較によっ
て捉えることであった。これまでの研究か
ら、NFE概念によって、学校の外か内か、
教師中心の「教え」または学習者中心の「学
び」か、さらには誰が求める・認める教育
なのかを整理し、二項対立の概念図式によ
って議論するのではなく、学習者にとって
意味のある教育とは何かを探るものであっ
た。 
 
３．研究の方法 
（１） 学習者個人と集団の相互作用に対
する NFEの影響についての研究：
これは、移民の抱える教育ニーズを
主に欧州在住イスラーム教徒を対
象に調査する他、国際機関や国際協
力機構（JICA）による国際教育協力
の現場の調査であった。 

（２） 学習者の組織化と社会変容におけ
る NFEの機能についての研究：こ

れは市民の社会参加やNFEが見ら
れる場所の歴史・文脈に着目し、欧
州、アジア、ブラジルについて調査
を行うものであった。 

 
４．研究成果 
出版物：『ノンフォーマル教育の可能性－リ
アルな生活に根ざす教育へ』（丸山英樹・太
田美幸編著, 新評論, 2013年）
（http://goo.gl/n5iRCg）及び最終報告書
（https://goo.gl/4Scy0P ）。 
 なお、本研究によって得られた主な知見
は、次のようなものであった。 
 NFEは、学校教育との違いとして
「formal」の度合いによって分類され
ることが多いが、そこには「正規」と
「形式」が含意されているため、その
両者を区別することで、NFE概念を伴
う研究領域を整理することができた。 

 近代学校教育のみが「教育」として捉
えられがちである中、元来その土地や
文化、集団による固有の教育・学習が
ある。また、近代学校制度が特定の価
値観を正当化する機能を持つことから、
それを相対化・対抗する教育・学習の
営みに潜在する可能性を NFE概念に
よって把握することは、多様化が進む
現在では重要である。 

 国際協力において、NFEは、「持続可
能な開発目標（SDGs）」の教育に関す
る目標 4だけでなく、全ての目標にお
いて重要な学習として理解され、広く
下支えする要素である。特に、SDGs
は先進国と発展途上国の両者で取り組
むことが合意されており、途上国のコ
ミュニティを支援するだけでなく、先
進国が途上国の経験を学ぶなど相互学
習が可能とされ、多様な国際協力が今
後も展開される。 

 比較教育学において、近代学校教育シ
ステム、あるいは宗教教育に着目した
研究は多いものの、その関係性や当事
者の抱える多様なニーズや周辺環境と
の力学などを扱った研究はまだ少ない。
しかしながら、近年は NFEを扱う研究
は、国内外の学会などでも見られるよ
うになってきた。 

 様々な議論があるWell-being概念に関
連して、NFEは、教育・学習成果を、
標準化され近代学校教育によるカリキ
ュラムや制度によるものだけでなく、
重層的な潜在能力の獲得として扱うこ
とを可能とする。 
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2014/7/11 

 見原礼子, ヨーロッパのモスクにおけ
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本比較教育学会第 50 回大会ラウンド
テーブル, 名古屋大学, 名古屋市. (口
頭発表) 2014/7/11 

 二井紀美子, ブラジル：民衆識字運動
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на протяжении всей 
жизни в Япони（日本の生
涯学習の政策と実践）, 15th Adult 
Learning Week in Russia, Europa 
House, St. Petersburg. (招待講演) 
2014/4/29 

 米原あき, 行動変容評価の可能性：「ト
ルコ国防災教育プロジェクト」の教員
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